
『古語拾遺校本』をめぐって

要　

旨

　

こ
こ
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
今
般
新
出
の
『
古
語
拾
遺
』
訓
点
付
き
の
写
本
で
あ
っ
て
、
幕
末
〜
明

治
初
頃
の
書
写
に
か
か
る
も
の
と
思
わ
れ
る
一
本
で
あ
る
。
本
書
は
、
本
文
に
つ
い
て
は
先
行
す
る

『
古
語
拾
遺
』
伝
本
（
お
そ
ら
く
は
四
宮
社
版
）
に
依
っ
て
こ
れ
を
忠
実
に
書
写
し
よ
う
と
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
注
さ
れ
た
訓
点
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
典
拠
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
複
数
の
先
行

伝
本
の
そ
れ
を
斟
酌
し
、
あ
る
い
は
加
点
者
独
自
の
知
見
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
跡

を
多
く
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
訓
点
付
き
の
伝
本
を
書
写
す
る
、
と
い
う
行

為
そ
れ
自
体
の
本
質
と
も
関
わ
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

は
じ
め
に

　

こ
こ
に
取
り
上
げ
る
『
古
語
拾
遺
校
本
』（
以
下
「
本
書
」
と
略
記
す
る
こ
と
が
あ
る
）
は
、

新
出
の
『
古
語
拾
遺
』
の
訓
点
付
き
一
写
本
で
あ
っ
て
、
先
に
、
天
明
二
年
の
年
紀
を
持
つ
別

の
一
写
本
に
つ
い
て
述
べ
た
小
考（
１
）で

簡
単
に
触
れ
て
お
い
た
も
の
で
あ
る
。
今
般
改
め
て
本
書

を
一
瞥
し
、
主
に
訓
読
上
の
特
色
の
観
点
か
ら
、
本
書
の
性
格
の
一
端
を
述
べ
、
主
に
江
戸
時

代
後
期
頃
に
お
け
る
『
古
語
拾
遺
』
の
訓
読
や
解
釈
・
受
容
を
考
え
て
い
く
上
で
の
一
資
料
と

す
る
こ
と
が
本
稿
の
主
な
ね
ら
い
で
あ
る
。

本
書
書
誌
の
概
要

　

本
書
は
『
古
語
拾
遺
』
全
編
の
訓
点
付
き
の
写
本
で
、
大
本
一
冊
。
薄
葉
の
楮
紙
を
袋
綴
じ

に
用
い
、
紙
縒
で
二
箇
所
を
四
つ
目
大
和
綴
に
し
た
仮
装
の
状
態
で
あ
る
。
縦
約
二
六
・
五
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
約
一
九
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
本
文
は
墨
付
き
二
一
丁
。
本
文
と
同
じ

料
紙
で
表
紙
お
よ
び
裏
表
紙
を
付
す
る
。
表
紙
に
は
ほ
ぼ
中
央
に
「
古
語
拾
遺
校
本
」
と
外
題

を
直
書
し
、
こ
の
左
後
方
に
書
写
者
と
思
し
い
署
名
が
あ
る
が
、
判
然
と
し
な
い
。

　

表
紙
見
返
し
お
よ
び
裏
表
紙
は
白
紙
で
あ
る
。
こ
の
他
に
は
書
写
の
経
緯
を
示
す
識
語
の
類

は
見
え
な
い
。
料
紙
の
紙
質
や
書
写
の
状
態
な
ど
か
ら
推
し
て
、
幕
末
あ
る
い
は
明
治
初
頃
の

書
写
に
か
か
る
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
全
体
に
虫
損
や
染
み
が
若
干
見
ら
れ
る

が
、
本
文
の
判
読
に
支
障
を
与
え
る
箇
所
は
ほ
と
ん
ど
無
い
程
度
で
あ
り
、
保
存
状
態
は
概
ね

良
好
と
言
え
る
。

　

本
文
は
一
面
八
行
・
一
行
十
六
文
字
に
『
古
語
拾
遺
』
本
文
を
墨
で
書
写
し
て
い
る
。
序
文

末
尾
（
一
丁
裏
一
行
）
お
よ
び
跋
文
冒
頭
（
二
十
丁
裏
一
行
）
の
二
箇
所
で
は
行
替
え
を
し
て

お
り
、
序
文
及
び
跋
文
を
意
識
し
た
形（
２
）に

な
っ
て
い
る
が
、
本
文
の
各
章
段
に
関
し
て
行
替
え

な
ど
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
一
続
き
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
本
文
に
朱
で
全
編
に
わ
た
っ
て
訓
点
を
加
え
て
い
る
。
訓
点
は
、
片
仮
名
点
及
び
、
返

り
点
・
区
切
り
符
号
・
熟
合
符
が
主
で
あ
り
、
全
編
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
均
一
に
注
さ
れ
て
い

る
。
加
点
密
度
は
比
較
的
高
い
と
言
え
、
ほ
と
ん
ど
補
読
を
加
え
る
こ
と
な
く
訓
読
文
を
再
構

成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

表
紙
見
返
し
右
端
に
、

　

古
語
ハ
故
實
ナ
リ
拾
遺
ハ
其
故
実
ノ
遺
た
る
ヲ
拾
ナ
リ
抑
此
書
奏
進
セ
ラ
レ
シ
ハ
齋
部
宿

祢
廣
成
天
太
玉
命
ノ
裔
也

　

の
一
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
本
文
料
紙
の
上
欄
外
に
墨
及
び
朱
に
よ
る
頭
注
が
計
十
四

箇
所
見
ら
れ
る
（
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
）。

　

本
文
・
訓
点
・
頭
注
等
の
書
き
込
み
は
全
て
一
筆
と
見
て
良
い
と
思
わ
れ
、
記
述
態
度
は
総

じ
て
謹
直
で
、
訂
正
や
抹
消
な
ど
の
跡
は
見
ら
れ
な
い
。

　

参
考
と
し
て
、
本
文
冒
頭
（
一
丁
表
）
及
び
末
尾
（
二
一
丁
表
）
の
各
一
葉
を
図
一
・
二
に

掲
げ
た
。
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杉　浦　克　己

本
文
の
系
統

　
『
古
語
拾
遺
』
諸
伝
本
に
見
ら
れ
る
本
文
が
、
大
き
く
「
卜
部
本
」「
伊
勢
本
」
の
二
種
に
大

別
で
き
る
こ
と
は
夙
に
指
摘
さ
れ
て
き
た（
３
）と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
二
種
の
う
ち
本
書
の
本
文
は

卜
部
本
の
特
徴
に
よ
く
該
当
す
る
と
言
え
る
。
卜
部
本
系
統
と
し
て
は
現
存
最
古
の
写
本
と
し

て
嘉
禄
本
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
同
本
あ
る
い
は
同
本
系
統
の
伝
本
に
基
づ
い
た
と
思
わ
れ

る
四
宮
社
本
が
江
戸
時
代
、
特
に
後
期
頃
以
降
広
く
流
布
し
、
他
の
諸
伝
本
に
も
こ
れ
に
よ
っ

た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
い
と
考
え
ら
れ
て
お
り（
４
）、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
小
考
を
述
べ
た
こ
と

も
あ
る（
５
）。

　

本
書
本
文
を
四
宮
社
版
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
異
体
字
の
扱
い
な
ど
細
か
い
点
を
除
け
ば
両

書
は
よ
く
一
致
し
、
本
書
本
文
が
四
宮
社
版
あ
る
い
は
そ
の
影
響
下
の
何
ら
か
の
伝
本
に
依
っ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る（
６
）。

四
宮
社
版
に
限
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
尚
早
計
か
も
知

れ
な
い
が
、
本
書
本
文
は
卜
部
本
系
統
の
、
江
戸
時
代
後
期
頃
に
お
け
る
典
型
的
な
も
の
の
一

つ
、
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
本
書
に
見
え
る
頭
注
の
う
ち
、
以
下
の
三
箇
所
は
本
文
字
句
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

・
註
麁
香
上
蓋
脱
御
字
（
一
〇
丁
表
八
行
）

　

・
弭
上
蓋
脱
弓
字
（
一
三
丁
裏
二
行
）

　

・
熊
字
下
有
皮
字
（
一
三
丁
裏
三
行
）

　

一
つ
め
は
、「
御
木
麁
香
二
郷
…
…
」
の
本
文
が
「
御
木
御
麁
香
二
郷
…
…
」
と
あ
る
べ
き

こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
諸
伝
本
を
一
瞥
す
る
限
り
「
御
麁
香
」
と
す
る
も
の
は
無

い
よ
う
で
、
何
ら
か
の
典
拠
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
本
書
書
写
者
独
自
の
考
え
に
基
づ
く

註
文
と
思
わ
れ
る（
７
）。

二
つ
め
は
「
弭
之
調
（
ユ
ハ
ズ
ノ
ミ
ツ
ギ
）」
の
本
文
が
「
弓
弭
之
調
」

と
あ
る
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
暦
仁
本
が
「
弓
□

之
調
」
と
し
て
い
る
例
が
見
え
る
。
し
か
し
卜
部
本
系
統
を
は
じ
め
他
の
諸
伝
本
で
は
「
弓
」

字
は
見
え
ず
、
こ
れ
も
、
何
ら
か
典
拠
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
本
書
書
写
者
独
自
の
考
え
に

よ
る
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（
８
）。

三
つ
め
は
、「
祭
用
熊
鹿
皮
…
…
」
の
本
文
が
「
祭
用

熊
皮
鹿
皮
…
…
」
と
あ
る
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
亮
順
本
、

暦
仁
本
を
は
じ
め
、
い
わ
ゆ
る
伊
勢
本
系
統
の
諸
伝
本
で
は
「
祭
用
熊
皮
鹿
皮
…
…
」
と
指
摘

の
通
り
と
な
っ
て
お
り
、
何
ら
か
伊
勢
本
系
統
の
伝
本
を
典
拠
と
し
て
の
註
と
見
て
良
い
と
思

わ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
の
本
文
は
、
卜
部
本
系
統
の
も
の
と
見
な
し
得
る
が
、
な
お
、
他
の

【
図
一
】
第
一
丁
表

【
図
二
】
第
二
一
丁
表
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『古語拾遺校本』をめぐって

系
統
の
諸
伝
本
も
参
照
す
る
態
度
も
看
取
で
き
る
も
の
と
言
え
る
。

頭
注
の
記
述

　

右
に
掲
げ
た
本
文
の
異
動
に
関
す
る
も
の
以
外
の
頭
注
に
記
さ
れ
た
内
容
は
、
以
下
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る

・
訓
読
に
関
す
る
も
の

　
　

無
道　

古
訓
ニ
ア
ジ
／
キ
ナ
シ
ト
ア
リ
（
一
丁
裏
五
行
）

　
　

八
坂
ハ
弥イ

ヤ
サ
カ尺

ナ
リ
佐ア

サ
カ明

ハ
／
玉
ノ
本
名
ハ
勾
玉
其
形
…
…
（
二
丁
裏
二
行
）

　
　

氏ウ
ガ
ラ族

家ヤ
カ
ラ族

（
六
丁
裏
二
行
）

　
　

百
姓 

古
ヘ
ミ
ト
云
フ
コ
ト 

人
ノ
體
ト
云
フ 

多
加
良
ハ
田タ

カ
ラ族

（
六
丁
裏
三
行
）

・
神
の
系
統
や
神
名
の
由
来
説
等
に
関
す
る
も
の

　
　

天
中
虚
空
を
差
テ
／
言
天
ハ
称
名
高
ハ
尊
／
ノ
云
…
…
（
一
丁
裏
八
行
）

　
　

天
津
彦
々
日
瓊
々
杵
尊
／
御
父
ハ
…
…
（
二
丁
表
三
行
）

　
　

神
武
天
皇
ハ
速
吸
之
門
ニ
／
至
リ
…
…
（
十
丁
表
一
行
）

・
内
容
の
解
釈
に
関
す
る
も
の

　
　

御
告
ヤ
リ
テ
朕
今
／
遣 

頭
八
咫 

烏 

／
導
ナ
ス
…
…
（
十
丁
表
二
行
）

　
　

調
庸
ハ
毎
戸
ヨ
リ
其
土
地
ノ
出
ス
／
所
ノ
モ
ノ
ヲ
貢
献
ル
ヲ
…
…
（
十
一
丁
表
七
行
）

　
　

按
白
鳳
／
當
作
白
雉
（
十
五
丁
裏
五
行
）

　

こ
れ
ら
の
記
述
は
、
お
そ
ら
く
、
先
行
す
る
注
釈
書
の
類
や
伝
本
の
頭
注
の
類
な
ど
、
何
ら

か
の
典
拠
に
基
づ
い
て
そ
れ
を
勘
案
し
て
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
完
全
に
一

致
す
る
も
の
は
管
見
の
限
り
見
い
だ
し
得
て
お
ら
ず
、
複
数
の
典
拠
か
ら
取
捨
し
て
記
し
た
も

の
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

特
に
、
末
尾
に
掲
げ
た
一
項
は
、
こ
の
部
分
の
事
跡
が
、
本
文
の
「
白
鳳
四
年
」
で
は
な
く

「
白
雉
四
年
」
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
す
る
説
が
古
来
あ
っ
て
、
そ
れ
を
何
ら
か
の
典
拠
に
よ

っ
て
こ
こ
に
引
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。『
古
語
拾
遺
』
の
古
注
釈
書
類
で
は
多
く
、
こ
の

白
雉
四
年
説
に
与
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る（
９
）。

テテ二二

ノノ

ヲヲ一一

訓
読
上
の
特
色

　

本
書
に
見
ら
れ
る
訓
読
は
、
本
文
に
つ
い
て
依
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
卜
部
本
系
統
の
諸
伝
本

と
比
較
し
て
み
て
も
、
一
致
す
る
伝
本
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。
強
い
て
言
え
ば
、
特
に
返
り
点

の
注
し
方
な
ど
の
点
に
お
い
て
、
四
宮
社
版
に
比
較
的
近
い
と
も
思
わ
れ
る
が
完
全
に
一
致
は

し
な
い
。
ま
た
伊
勢
本
系
統
の
諸
伝
本
に
つ
い
て
も
同
様
に
近
し
い
と
思
わ
れ
る
も
の
は
な
い

よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
書
は
特
定
の
一
本
に
依
っ
て
そ
の
訓
点
を
書
写
移
点
し
た
も
の
と

は
考
え
に
く
く
、
先
行
す
る
諸
伝
本
を
参
考
に
し
つ
つ
、
加
点
者
独
自
の
知
見
に
基
づ
い
て
指

さ
れ
た
も
の
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
古
語
拾
遺
』
諸
伝
本
に
見
ら
れ
る
訓
読
上
の
特
色
に
つ
い
て
は
、
字
音
読
み
、
補
読
敬
語
、

い
わ
ゆ
る
使
役
句
形
の
扱
い
、
な
ど
の
点
に
特
に
そ
の
差
異
際
が
端
的
に
表
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
既
に
い
く
つ
か
の
小
考）

10
（

で
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
諸
点
を
中
心
に
、
本
書
の

訓
読
上
の
特
色
を
以
下
に
い
く
つ
か
摘
記
し
て
み
た
い
。

字
音
読
み

　
『
古
語
拾
遺
』
本
文
の
中
で
も
特
に
「
序
・
中
跋
・
跋
」
の
三
部
分
は
、
他
の
部
分
と
異
な

っ
て
正
格
の
漢
文
に
近
い
文
体
で
書
か
れ
て
お
り
、
ま
た
訓
読
の
上
で
も
字
音
読
み
を
多
用
す

る
と
い
う
特
色
を
持
っ
て
い
る
。
本
書
の
こ
れ
ら
三
部
分
に
見
ら
れ
る
訓
点
で
は
、
中
央
に
注

し
た
熟
合
符
と
左
寄
り
に
注
し
た
熟
合
符
を
使
い
分
け
、
前
者
で
字
音
読
み
、
後
者
で
訓
読
み

を
示
し
て
い
る）

11
（

。
こ
れ
に
従
っ
て
字
音
読
み
表
示
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
掲
げ
る
と
、
大
略
以

下
の
よ
う
で
あ
る
。

【
序
】
上
古
、
文
字
、
貴
賤
、
老
少
、
前
言
、
往
行
、
書
契
、
以
来
、
浮
華
、
變
改
、
故
實
、

根
源
、
國
史
、
家
牒
、
一
二
、
委
曲
、
愚
臣
、
召
問
、
蓄
憤
、
上
問

【
中
跋
】
天
降
、
東
征
、
扈
從
、
群
神
、
國
史
、
嚴
命
、
寶
基
、
鎭
衛
、
昌
運
、
洪
啓
、
神

器
、
大
造
、
祀
典
、
班
幣
、
介
水
、

【
跋
】
神
代
、
盤
古
、
國
家
、
神
物
、
靈
蹤
、
見
存
、
中
古
、
禮
樂
、
遺
漏
、
堯
暉
、
鄙
俗
、

往
代
、
粃
政
、
當
年
、
萬
葉
、
英
風
、
千
載
、
闕
典
、
造
弐
、
望
秩
、
愚
臣
、
朽
邁
、

犬
馬
、
地
下
、
街
巷
、
求
訪
、
休
運
、
口
實
、
天
鑑
、
曲
照

　

こ
れ
を
、
他
の
諸
伝
本
と
比
較
す
る
と
、
例
え
ば
、
四
宮
社
版
と
は
ほ
ぼ
一
致
し
、
先
行
す
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杉　浦　克　己

る
伝
本
を
典
拠
と
し
て
熟
合
符
を
移
転
し
た
も
の
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方

で
、「
一
二
」
に
、「
ツ
マ
ヒ
ラ
カ
ニ
ス
レ
ハ
」
の
傍
訓
が
注
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
音
読
み
の
熟

合
符
と
訓
読
み
の
傍
訓
が
併
記
さ
れ
て
い
る
例
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
複
数
の
典
拠）

12
（

に
依
っ

た
結
果
を
そ
の
ま
ま
記
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
典
拠
に
依
り
な
が
ら
、
一
方
で
加

点
者
独
自
の
考
え
に
基
づ
い
て
加
点
す
る
部
分
も
あ
っ
た
が
故
に
結
果
と
し
て
相
矛
盾
す
る
仕

方
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
訓
読
み
を
示
す
熟
合
符
が
見
ら
れ
る
の
は
、

【
序
】
之
世
、
口
口
、
相
傳
、
競
興
、

【
跋
】
之
意
、
寔
難
、
尚
朴
、
多
矣
、
方
今
、
初
啓
、
之
年
、
之
禮
、
竊
恐
、
廣
成
、
之
齢
、

之
戀
、
彌
切
、
忽
然
、
遷
化
、
之
談
、

で
あ
り
、
こ
れ
も
例
え
ば
四
宮
社
版
な
ど
に
比
較
的
よ
く
一
致
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
中
で
先
ず
目
に
付
く
の
は
、「
之
世
」「
之
意
」
な
ど
の
よ
う
な
「
之
○
」
の
形
の

二
文
字
を
訓
熟
合
と
し
た
加
点
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
形
は
、
確
か
に
訓
読
み
で
は
あ
る

が
、「
〜
〜
の
世
」「
〜
〜
の
意
」
な
ど
の
よ
う
に
、「
之
」
字
に
下
接
す
る
字
が
先
行
す
る
部

分
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、「
之
○
」
二
文
字
で
一
語
と
し
て
機
能
す
る
、
と
い
う
よ
う

な
い
わ
ゆ
る
熟
語
で
は
必
ず
し
も
無
い
。
熟
合
あ
る
い
は
訓
読
み
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
加

点
者
の
意
図
し
た
訓
読
み
の
熟
合
符
の
役
割
の
一
端
を
端
的
に
示
し
た
例
と
も
言
え
よ
う
。

使
役
句
形
の
訓
読

　
『
古
語
拾
遺
』
諸
伝
本
の
訓
読
に
見
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
使
役
句
形
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、

大
略

　

Ａ　

使シ  

○ 

△
△

の
よ
う
に
、
使
役
の
字
を
再
読
扱
い
と
し
て
、「
シ
テ
」「
シ
ム
」
の
よ
う
に
二
回
読
む
形
式
の

も
の
と
、
再
読
扱
い
と
は
せ
ず
に
、

　

Ｂ　

使シ 

○ 

△
△  

の
よ
う
に
使
役
の
意
を
表
す
字
を
一
回
だ
け
返
読
シ
テ
「
シ
テ
」
と
読
み
、「
シ
ム
」
は
下
接

す
る
部
分
に
読
み
添
え
る
形
、
お
よ
び
、

　

Ｃ　

使シ 

○   

△
△

の
よ
う
に
、「
シ
テ
」
を
読
み
添
え
と
し
て
、
返
読
シ
テ
当
該
の
使
役
を
表
す
字
を
「
シ
ム
」

と
読
む
形
、
の
よ
う
な
三
種
類
が
あ
る
。

シ
ム
シ
ム テテ二
レ
二
レ

ヲヲ

一一

テテレレ

ヲヲ

シ
ム
シ
ム

ムム二二

ヲ
シ
テ

ヲ
シ
テ

一一

　

本
書
に
見
ら
れ
る
訓
読
は
、

　
　

使シ 

人   

歴 

世 

而
弥 

新 

事
逐 

代 

而
變
改
顧 

問タ
ツ   

故
實 

靡ア  

識   

根
源 

 

（
一
丁
表
五
行
）

　
　

令シ 

太フ
ト
ダ
マ
ノ玉

神 

率ヰ 

諸モ
ロ
ト
モ
ノ
カ
ミ

部
神 

造  

和ニ
キ
テ幣 　

（
三
丁
表
八
行
）

な
ど
の
よ
う
に
、
Ｃ
に
あ
た
る
形
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
形
は
、
現
代
の
漢
文
訓
読
で
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
の
使
役

字
の
表
す
意
が
、
日
本
語
の
使
役
の
助
動
詞
（「
シ
ム
」）
に
該
当
す
る
こ
と
を
よ
り
明
確
に
示

す
返
読
の
方
で
あ
る
と
も
言
え
、
い
わ
ゆ
る
使
役
句
形
の
構
成
と
意
味
内
容
を
よ
り
意
識
し
た

訓
読
の
仕
方
で
は
あ
る

補
読
敬
語

　
『
古
語
拾
遺
』
諸
伝
本
に
見
ら
れ
る
訓
読
で
は
、
補
読
敬
語
が
比
較
的
豊
富
に
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
本
書
の
訓
読
で
は
補
読
敬
語
は
必
ず
し
も
多
用
さ
れ

て
は
い
な
い
。

　

本
文
に
敬
譲
の
意
を
表
す
漢
字
句
が
あ
る
場
合
に
は
、

　
　

素ス
サ
ノ
ヲ
ノ

戔
嗚
神
欲  

奉 

辭  

日 

神 　
（
二
丁
表
八
行
）

　
　

廣 

厚 

稱タ
ゝ
ヘ
コ
ト詞

啓
マ
ヲ
シ
テ

曰 　
（
四
丁
裏
七
行
）

な
ど
の
よ
う
に
訓
読
の
上
で
も
敬
譲
の
意
を
反
映
さ
せ
る
形
を
か
な
り
丹
念
に
用
い
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
全
く
の
補
読
の
み
で
敬
譲
の
意
を
示
し
た
も
の
と
し
て
は
、

　
　

於ニ 

天 

八ヤ

ス湍 

河カ
ハ
ラ原 

議ハ
カ   

奉  

謝 

之
方サ

マ 

）
13
（

（
三
丁
表
六
行
）

　
　

駈カ
ク

除ハ
ラ 

平タ
ヰ
ラ
ケ定   　

（
七
丁
表
一
行
）

な
ど
の
例
が
散
見
す
る
程
度
で
あ
る
。

　

ま
た
『
古
語
拾
遺
』
諸
伝
本
で
は
、
い
わ
ゆ
る
会
話
文
に
先
立
つ
「
曰
」
字
に
つ
い
て
、

「
ノ
タ
マ
フ
」「
マ
ヲ
ス
」
な
ど
の
訓
を
、
当
該
の
会
話
文
の
発
話
者
や
そ
の
発
話
の
相
手
に
よ

ムム下下

ヲ
シ
テ

ヲ
シ
テ

テテレレ

ヲヲ

ゝゝ

ニニ

テテレレ

ヲヲ

テテ

ヌ
ル
ニ

ヌ
ル
ニ

二二

ヲヲ一一

ララ上
レ
上
レ

ル
コ
ト

ル
コ
ト

二二

ヲヲ一一

ムム下下

ニニ

テテ二二

ヲヲ一一

上
二
上
二

ヲヲ一一

シ
テ
シ
テ

レレ

｜｜

ン
ト
ン
ト

ノノ

ニニ

キキ

キキ

クク

二二

ノノ

ノノ

一一

リ
玉
フ

リ
玉
フ

レレ

コ
ト
コ
ト

レレ

二二

ヲヲ一一

ヒヒ

シ
玉
フ

シ
玉
フ
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『古語拾遺校本』をめぐって

っ
て
使
い
分
け
、
敬
譲
の
意
を
表
す
訓
を
施
し
た
例
を
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

本
書
の
訓
読
で
は
、
こ
れ
ら
「
曰
」
に
つ
い
て
は
、
初
出
と
な
る
一
丁
裏
六
行
の
一
箇
所
に

「
曰

ノ
タ
マ
ハ 

」
と
す
る
以
外
は
、全
て
「
曰 

」
と
「
ク
」
を
送
る
の
み
の
加
点
か
あ
る
い
は
全
く
の
無

点
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
に
解
せ
ば
、
全
て
の
「
曰
」
字
に
つ
い
て）

14
（

、
初
出
と
同

様
に
「
ノ
タ
マ
ハ
ク
」
と
訓
む
べ
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な

訓
み
分
け
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
『
古
語
拾
遺
』
あ
る
い
は
『
日
本
書
紀
』
の
諸
伝
本
に
見
ら
れ
る
訓
読
を
一
瞥
し
、
こ
う
し

た
会
話
文
に
先
立
つ
「
曰
」
字
の
訓
み
分
け
を
追
っ
て
み
る
と
、
中
世
頃
以
降
の
も
の
で
は
、

発
話
者
や
会
話
の
相
手
に
よ
っ
て
細
か
く
読
み
分
け
、
加
点
者
の
敬
譲
意
識
を
反
映
し
た
後
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
多
い
一
方
で
、
時
代
が
降
っ
て
、
江
戸
時
代
中
頃
以
降
の
一
部
の

も
の
に
は
、
神
の
発
話
は
一
律
に
尊
敬
の
形
で
扱
っ
て
統
一
し
て
訓
む
傾
向
が
強
く
な
っ
て
く

る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
た
流
れ
の
中
で
考
え
れ
ば
、
本
書
に
み
ら
れ

る
「
曰
」
字
の
扱
い
も
、
比
較
的
新
し
い
訓
み
方
の
傾
向
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も

で
き
よ
う
。

特
徴
的
な
訓
読

　

そ
の
他
、
本
書
に
見
ら
れ
る
訓
読
の
中
か
ら
、
特
徴
的
と
思
わ
れ
る
も
の
を
い
く
つ
か
摘
記

し
て
み
た
い
。

天ア
マ
テ
ラ
ス
オ
ホ
ミ
カ
ミ

照
大
神
育ス

タ 

吾
勝
尊 

（
二
丁
裏
四
行
）

　
「
育
」
字
に
「
ス
タ
テ
」
の
傍
訓
が
注
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
他
の
『
古

語
拾
遺
』
諸
伝
本
で
は
「
カ
タ
ツ
」「
ヒ
タ
ス
」
な
ど
の
訓
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
ス
タ
テ
」

の
例
は
見
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
「
ス
タ
テ
」
は
動
詞
「
巣
立
つ
」
を
下
二
段
に
用
い
て
他
動
詞
的
な
意
を
表
し
た
も
の

か
と
も
思
わ
れ
る
。「
す
だ
つ
」
を
下
二
段
に
用
い
た
例
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
初
版
・

昭
和
四
九
年
・
小
学
館
）
に
よ
れ
ば
、「
①
親
鳥
が
ひ
な
を
養
い
育
て
て
、
巣
か
ら
飛
び
立
た

せ
る
。
②
や
し
な
う
。
扶
養
す
る
」
の
よ
う
な
意
で
、
①
の
用
例
と
し
て
、
元
輔
集
の
「
は
ぐ

く
み
て
君
す
だ
て
ず
ば
つ
る
の
こ
の
く
も
ゐ
な
が
ら
や
千
よ
を
し
ら
ま
し
」
の
例
な
ど
が
あ
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
『
古
語
拾
遺
』
あ
る
い
は
『
日
本
書
紀
』
諸
伝
本
の
訓
読
を
見
る
限
り
、
本
書
の
こ
の
箇
所

の
「
ス
タ
テ
」
の
訓
が
何
ら
か
の
先
行
す
る
典
拠
に
依
っ
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
が
、
と
す

れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
敢
え
て
本
書
が
こ
の
訓
を
掲
げ
た
か
、
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
は

クク

クク

テテ二二

ヲヲ一一

あ
る
。

思オ
モ
ヒ
カ
ネ
ノ兼

神
深
ク
思
ヒ
遠
ク
慮
ン
議ハ

カ曰
リ
ケ
ラ
ク
（
三
丁
表
七
行
）

相ア
ヒ

與ト
モ

ニ
稱ウ

曰タ

ヒ
ケ
ラ
ク
（
五
丁
裏
二
行
）

　

の
よ
う
な
、「
〜
ケ
ラ
ク
」
の
形
が
、
右
に
掲
げ
た
二
箇
所
に
見
ら
れ
る
。

　
「
〜
ケ
ラ
ク
」
は
、
動
詞
＋
助
動
詞
「
ケ
リ
」
未
然
形
の
い
わ
ゆ
る
ク
語
法
の
形
で
あ
る
が
、

『
古
語
拾
遺
』
あ
る
い
は
『
日
本
書
紀
』
な
ど
の
諸
伝
本
に
見
ら
れ
る
訓
読
で
用
い
ら
れ
た
例

は
、
管
見
の
限
り
ほ
と
ん
ど
無
い
と
言
っ
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

　

ク
語
法
は
、「
〜
す
る
こ
と
」
程
の
意
を
表
す
形
と
し
て
上
代
に
は
広
く
用
い
ら
れ
た
が
、

平
安
時
代
頃
以
降
は
特
定
の
形
の
固
定
的
な
表
現
の
他
徐
々
に
衰
退
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
が
、
前
者
の
例
で
は
、「
議
っ
て
言
う
こ
と
に
は
…
…
」
程
の
意
と
解
す
こ
と
が
で
き
、

意
味
の
上
で
は
ク
語
法
を
活
か
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
後
者
で
は
、
敢
え
て
ク

語
法
を
用
い
る
積
極
的
な
意
味
は
必
ず
し
も
無
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
点
か
ら

も
、
こ
れ
ら
の
訓
そ
の
も
の
が
上
代
の
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
残
存
し
た
も
の
と
は
考

え
が
た
い）
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。
平
安
時
代
頃
以
降
、
祝
詞
な
ど
で
は
、
あ
る
程
度
固
定
し
た
表
現
と
し
て
、「
〜

ケ
ラ
ク
」
の
形
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
う
し
た
例
を
参
考
に
、
擬
古
的
な
表
現
と
し
て

用
い
た
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当
該
の
二
例
が
共
に
「
曰
」
字
に
つ
い
て
用
い
ら
れ

て
い
る
点
か
ら
す
る
と
、
あ
る
程
度
固
定
的
な
訓
読
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
な
の
か
も
知
れ

な
い
。

﹇
古 

語 

美
豆
能
美
阿
良
可 

﹈（
四
丁
表
二
行
）

﹇
古 

語 

佐
禰
居
自
能
禰
居
自 

﹈（
四
丁
表
四
行
）

　

訓
註
部
分
の
「
古
語
〜
」
に
つ
い
て
、
こ
の
二
箇
所
に
の
み
「
古
ク
語
フ
」
加
点
が
あ
っ
て

「
ふ
る
く
〜
〜
と
い
ふ
」
と
訓
む
べ
き
事
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

訓
註
部
分
の
「
古
語
〜
」
に
つ
い
て
は
、「
古
語
」
を
「
ふ
る
こ
と
」
と
訓
ん
で
末
尾
に

「
と
い
ふ
」
を
読
み
添
え
て
「
ふ
る
こ
と
に
〜
と
い
ふ
」
と
す
る
伝
本
が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、

本
書
の
よ
う
に
「
ふ
る
く
〜
と
い
ふ
」
と
す
る
も
の
も
皆
無
で
は
な
い
。
訓
註
の
趣
旨
や
「
古

語
」
と
い
う
語
自
体
の
用
い
ら
れ
方
か
ら
す
れ
ば
、
前
者
の
よ
う
な
訓
み
方
が
最
も
妥
当
と
考

え
ら
れ
る）
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と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
後
者
の
よ
う
に
訓
ん
で
も
、
意
図
は
通
じ
る
と
思
わ
れ
る
。

む
し
ろ
本
書
で
問
題
な
の
は
、
何
故
こ
の
二
箇
所
に
つ
い
て
の
み
訓
を
示
し
た
か
、
と
い
う
点

で
は
あ
る
。

令シ  

石イ
シ
コ
リ
ト
メ
ノ
カ
ミ

凝
姥
神 

鑄ツ
ク 

日ヒ 
像ミ

カ
タ 

之
鏡カ

ゞ
ミ 

（
四
丁
裏
四
行
）

クク

フフ二二

トト一一

クク

フフ二二

トト一一

メ
キ
メ
キ

ニニ

ララ二二

ノノ

ノノ

ヲヲ一一
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杉　浦　克　己

其ソ 

状サ
マ

美ウ
ル
ハ麗    

（
四
丁
裏
六
行
）

　

な
ど
の
よ
う
な
、
文
末
に
助
動
詞
「
き
」
が
用
い
ら
れ
た
例
が
あ
っ
て
、
右
の
他
に
も
、
奉

＝
タ
テ
マ
ツ
リ
キ
（
七
丁
表
二
行
）、
咲
噱
＝
ア
ザ
ワ
ラ
ヒ
シ
タ
リ
キ
（
八
丁
裏
四
行
）、
分
収

＝
ワ
カ
チ
ヲ
サ
メ
キ
（
十
四
丁
裏
八
行
）
な
ど
、
計
五
例
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
古
語
拾
遺
』
諸
伝
本
の
訓
読
に
お
い
て
、
助
動
詞
「
き
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
必
ず
し

も
珍
し
く
は
な
い
が
、
文
末
に
用
い
ら
れ
て
「
〜
き
。」
の
形
に
な
る
こ
と
は
希
で
あ
る
と
言

え
る
。
こ
れ
は
『
日
本
書
紀
』
諸
伝
本
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

用
い
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
い
ず
れ
も
古
事
の
部
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
過
去
の
出
来

事
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
た
め
に
敢
え
て
「
〜
き
。」
の
形
を
採
っ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ

う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
他
の
伝
本
に
は
見
ら
れ
な
い
形
で
あ
っ
て
、
何
ら
か
の
典
拠
に
基
づ

い
て
移
点
し
た
も
の
と
は
考
え
に
く
く
、
本
書
独
自
の
知
見
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
は
思
わ

れ
る
。

伸ヌ
シ 

手 

歌 

舞 　
（
五
丁
裏
二
行
）

　
「
伸
」
字
に
「
ヌ
シ
テ
」
の
傍
訓
が
注
さ
れ
て
お
り
、
他
の
『
古
語
拾
遺
』
諸
伝
本
に
は
見

ら
れ
な
い
例
で
あ
る
。

　

こ
の
箇
所
に
続
く
部
分
に
「
阿
那
多
能
志
﹇
言
伸
手
而
舞
今
注
樂
事
／
言
是
多
能
志
此
意

也
﹈」（
五
丁
裏
三
行
）
の
関
連
す
る
訓
註
が
あ
っ
て
、
本
書
で
は
「
阿ア

ナ

タ

ヌ

シ

那
多
能
志
」
と
傍
訓
が

注
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
書
で
は
万
葉
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
た
「
能
」
字
を
「
ヌ
」
と

読
む
と
の
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
結
果
訓
註
か
ら
、「
楽
（
タ
ヌ

シ
）」
と
訓
む
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
語
源
説
と
す
る
「
伸
手
」
に
つ
い
て
も
、「
手
ヲ
伸ヌ

シ

テ
」

と
訓
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
ぬ
す
（
伸
す
）」
と
い
う
動
詞
の
存
在
そ
れ
自
体
に
も
疑
問
が
残
り
、
先
行
す
る
何
ら
か
の

典
拠
が
あ
っ
た
も
の
と
も
考
え
に
く
い
が
、
万
葉
仮
名
の
読
み
方
に
つ
い
て
拘
泥
し
た
結
果
、

加
点
者
独
自
に
注
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

万
葉
仮
名
と
し
て
の
「
能
」
字
を
「
ヌ
」
と
読
ん
だ
例
は
必
ず
し
も
本
書
に
限
っ
た
も
の
で

は
な
い
が
、『
古
語
拾
遺
』
の
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
他
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る）

17
（

。

天ア
マ
ノ
ト
ミ
ノ富

命
率ヰ 

日ヒ
ワ
シ
ノ鷲

命 

之
孫ハ

ツ
コ 

（
十
丁
裏
七
行
）

　
「
孫
」
字
に
「
ハ
ツ
コ
」
の
傍
訓
が
注
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
の
「
孫
」
字
を
「
ハ
ツ
コ
」

と
訓
む
例
は
、
管
見
の
限
り
、『
古
語
拾
遺
』
の
諸
伝
本
に
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

本
書
で
他
の
箇
所
の
「
孫
」
字
を
「
ハ
ツ
コ
」
と
訓
ん
だ
確
例
は
見
え
な
い
。

　
「
は
つ
こ
」
の
語
は
、「
子
孫
」「
末
裔
」
程
の
意
で
、『
古
語
拾
遺
』
で
は
、
こ
の
箇
所
の
少

ノノ

シ
カ
リ
キ

シ
カ
リ
キ

テテレレ

ヲヲ

ヒヒ

ヒヒ
テテ二二

ノノ

ヲヲ一一

し
前
に
あ
た
る
、「
故
其
裔
今
在
紀
伊
國
名
草
郡
御
木
麁
香
二
郷
」（
本
書
で
は
十
丁
表
七
行
）

の
箇
所
の
「
裔
」
字
を
「
ハ
ツ
コ
」
と
訓
ん
だ
例
が
嘉
禄
本
に
見
え
る）

18
（

が
、「
孫
」
字
に
つ
い

て
用
い
ら
れ
た
例
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。

　

右
の
「
孫
」
字
の
例
は
、
内
容
の
上
か
ら
す
れ
ば
「
末
裔
」
の
よ
う
な
意
味
に
あ
た
り
、

「
は
つ
こ
」
の
訓
は
首
肯
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
何
故
に
こ
の
箇
所
の
み
を
そ
の
よ
う
に

訓
ん
だ
の
か
、
何
ら
か
の
典
拠
が
あ
っ
た
も
の
な
の
か
、
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。

ま
と
め

　

目
に
付
い
た
箇
所
を
雑
然
と
列
挙
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
大
略
、
本
書
は
、
本

文
に
つ
い
て
は
卜
部
本
系
統
の
何
本
か
（
お
そ
ら
く
は
四
宮
社
版
）
に
依
っ
て
、
か
な
り
忠
実

に
こ
れ
を
書
写
し
て
い
る
も
の
の
、
訓
読
に
つ
い
て
は
、
先
行
す
る
特
定
の
伝
本
に
依
る
の
で

は
な
く
、
加
点
者
の
独
自
の
知
見
を
活
か
し
つ
つ
、
諸
伝
本
等
の
そ
れ
を
斟
酌
し
て
成
し
た
も

の
な
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
跡
を
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

特
に
、
訓
読
に
あ
た
っ
て
は
、
江
戸
時
代
後
期
頃
以
降
、
返
り
点
の
用
い
方
や
定
型
的
な
章

句
の
訓
み
方
に
つ
い
て
の
整
備
が
広
く
行
わ
れ
、
よ
り
整
っ
た
形
に
訓
読
が
整
理
さ
れ
る
方
向

に
向
か
っ
て
い
っ
た
も
の
が
多
い
が
、
本
書
も
そ
う
し
た
流
れ
の
中
に
位
置
付
け
る
事
は
可
能

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
文
を
書
写
す
る
に
あ
た
っ
て
は
典
拠
に
よ
り
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
こ

と
が
優
先
さ
れ
る
一
方
で
、
訓
読
に
あ
た
っ
て
は
忠
実
な
訓
読
の
模
倣
・
移
点
で
は
な
く
、
加

点
者
自
身
の
考
え
を
積
極
的
に
用
い
て
、
よ
り
解
し
や
す
い
加
点
を
目
指
し
た
も
の
な
の
で
は

な
い
か
、
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

訓
点
付
き
の
伝
本
を
書
写
す
る
、
と
い
う
行
為
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
書
写
・
加
点
者
の
姿

勢
を
、
実
際
に
書
写
さ
れ
た
跡
か
ら
た
ど
っ
て
い
く
こ
と
は
、
ひ
と
り
『
古
語
拾
遺
』
に
つ
い

て
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
文
献
資
料
類
に
つ
い
て
、
新
た
な
知
見
の
糸
口
を
与
え
て
く
れ
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
か
も
知
れ
な
い
。

注

（
１ 
）
杉
浦
克
己
「『
古
語
拾
遺
』
の
一
写
本
を
め
ぐ
っ
て
」『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
第
二
五
号
（
平
成

二
十
年
三
月
）

（
２ 

）『
古
語
拾
遺
』
の
本
文
は
、
そ
の
書
き
表
し
方
や
内
容
か
ら
見
て
、「
序
、
神
代
の
古
事
、
神
武
天

皇
代
の
古
事
、
崇
神
天
皇
か
ら
天
平
年
中
ま
で
の
古
事
、
中
跋
、
遺
漏
十
一
箇
条
、
御
歳
神
祭
祀
、

跋
」
の
八
つ
の
部
分
に
区
切
っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
序
・
中
跋
・
跋
の
三

175（6）



『古語拾遺校本』をめぐって

部
分
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
正
格
の
漢
文
に
近
く
、
残
る
五
部
分
は
、
い
わ
ゆ
る
和
化
漢
文
の
よ
う

な
書
き
表
し
方
で
著
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
現
存
す
る
『
古
語
拾
遺
』
諸
伝
本
に
見
ら
れ
る
訓
読

の
上
に
も
反
映
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
３ 

）
西
宮
一
民 

岩
波
文
庫
本
『
古
語
拾
遺
』（
昭
和
六
〇
年
・
岩
波
書
店
）
解
説
編 

な
ど
。

（
４ 
）
飯
田
瑞
穂
「『
古
語
拾
遺
』
の
版
本
に
つ
い
て
」（
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
百
二
十
四
号
（
史
学
科

三
十
二
号
）・
昭
和
六
十
二
年
）（
飯
田
瑞
穂
著
作
集
四
『
古
代
史
籍
の
研
究
下
古
語
拾
遺
他
』（
平

成
十
三
年
・
吉
川
弘
文
館
）
所
収
）

（
５ 

）
杉
浦
克
己
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
『
古
語
拾
遺
』
注
釈
書
類
に
つ
い
て
」『
放
送
大
学
研
究
年
報
』

第
二
六
号
・
平
成
二
一
年
三
月

（
６ 

）
一
面
八
行
・
一
行
十
六
文
字
の
文
字
詰
め
行
詰
め
、「
序
」
部
分
の
末
尾
お
よ
び
「
跋
」
部
分
の

冒
頭
で
行
替
え
、
と
い
う
点
も
四
宮
社
版
に
一
致
し
て
い
る
。

（
７ 

）「
御
木
・
麁
香
」
に
つ
い
て
は
、
続
く
部
分
の
本
文
が
「
採
材
齋
部
所
居
謂
之
御
木
造
殿
齋
部
所

居
謂
之
麁
香
之
其
證
也
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
併
せ
て
も
、
敢
え
て
「
御
麁
香
」
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
考
え
に
く
い
、
と
も
思
わ
れ
る
。

（
８ 

）「
ユ
ハ
ズ
」
と
訓
む
の
で
あ
れ
ば
「
弭
」
字
一
字
で
は
な
く
、「
弓
弭
」
と
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と

の
、
訓
を
介
し
た
書
写
者
の
意
図
を
感
じ
る
こ
と
は
で
き
る
。

（
９ 

）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、「
白
鳳
四
年
」
で
正
し
い
こ
と
を
、
西
宮
一
民
博
士
が
述
べ
て
お
ら
れ
る

（
岩
波
文
庫
本
『
古
語
拾
遺
』
原
文
補
注
）

（
10 

）
杉
浦
克
己
「
古
語
拾
遺
諸
本
の
訓
読
上
の
特
色
に
つ
い
て
（
一
）
〜
嘉
禄
本
・
暦
仁
本
に
見
え
る

使
役
句
形
の
訓
読
を
中
心
と
し
て
」『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
第
十
六
号
（
平
成
十
一
年
三
月
）

　

杉
浦
克
己
「
古
語
拾
遺
諸
本
の
訓
読
上
の
特
色
に
つ
い
て
（
二
）
〜
熟
語
の
訓
読
を
中
心
と
し

て
」『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
第
十
七
号
（
平
成
十
二
年
三
月
）

　

杉
浦
克
己
「『
古
語
拾
遺
』
本
文
の
成
立
と
漢
文
訓
読
」『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
第
十
八
号
（
平

成
十
三
年
三
月
）

（
11 

）
こ
れ
ら
三
部
分
以
外
の
箇
所
で
は
、
中
央
に
注
し
た
熟
合
符
が
神
名
や
地
名
な
ど
の
固
有
名
を
表

す
形
で
用
い
ら
れ
、
扱
い
が
異
な
っ
て
い
る
。

（
12 

）
こ
の
部
分
の
「
一
二
委
曲
」
を
「
ツ
マ
ビ
ラ
カ
」
と
訓
む
こ
と
は
、
い
く
つ
か
の
『
古
語
拾
遺
』

伝
本
に
見
え
、
あ
る
程
度
広
く
行
わ
れ
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
高
田
宗
賢
『
古
語

拾
遺
示
蒙
節
解
』（
宝
永
五
年
序
）
で
は
、
掲
げ
た
本
文
に
は
「
一
二
」「
委
曲
」
各
々
に
音
読
み
の

熟
合
符
を
付
け
て
「
一
二
ノ
委イ

キ
ヨ
ク曲

」
と
読
み
方
を
注
し
て
い
る
が
、
注
解
文
中
で
は
「
一
二
委
曲
四

字
引
合
テ
ツ
マ
ビ
ラ
カ
ト
訓
ズ
。
一
二
ハ
謂 

委
曲 

ヲ
。
文
選
ニ
註
ス
ル
ヲ
四
字
ヲ
重
テ
出
セ
リ
。」

と
し
て
、「
ツ
マ
ビ
ラ
カ
」
の
訓
を
掲
げ
て
い
る
。

（
13 

）「
方み

ち

を
謝
（
し
）
奉
（
る
）
こ
と
（
を
）
議は

か

り
玉
ふ
」
あ
る
い
は
「
謝
（
し
）
奉
（
る
）
こ
と
之

方み
ち

を
議は

か

り
玉
ふ
」
の
よ
う
に
訓
む
こ
と
を
表
す
意
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
返
り
点
の

用
い
方
が
不
十
分
と
思
わ
れ
る
。
本
書
の
訓
読
に
見
ら
れ
る
返
り
点
の
用
い
方
は
、
特
に
「
一
二
」

点
、「
上
下
」
点
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
現
代
の
そ
れ
の
よ
う
に
厳
密
で
は
な
い
部
分
が
散
見
す
る

よ
う
で
あ
る
。

（
14 

）
会
話
文
に
先
立
つ
箇
所
で
は
な
く
、
神
名
を
掲
げ
る
箇
所
で
の
「
曰
」
字
に
つ
い
て
は
「
所ナ

リ
マ
セ生

ル
之
神カ

ミ

ノ
名ミ

ナ

ヲ
曰マ

ヲ

ス
天ア

メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ

御
中
主
神
ト
（
一
丁
裏
七
行
）」
な
ど
の
よ
う
に
「
マ
ヲ
ス
」
と
訓
ん
で
お

り
、
全
編
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
て
い
る
。

（
15 

）『
古
語
拾
遺
』
諸
伝
本
に
見
ら
れ
る
訓
読
で
、
助
動
詞
「
け
り
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
自
体
も
か

な
り
希
で
あ
る
と
言
え
る
。

（
16 

）
西
宮
一
民 

岩
波
文
庫
本
『
古
語
拾
遺
』（
昭
和
六
〇
年
・
岩
波
書
店
）
解
説
編
。
西
宮
博
士
は
、

訓
註
部
分
の
「
古
語
（
ふ
る
こ
と
）」
と
い
う
語
の
用
い
ら
れ
方
を
、
書
名
の
『
古
語
拾
遺
』
の
意

図
と
の
関
係
に
お
い
て
論
じ
て
お
ら
れ
る
。

（
17 

）
本
書
が
そ
の
本
文
に
依
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
四
宮
社
版
で
は
「
伸
手
」
の
部
分
は
「
手
ヲ
ノ
ベ

テ
」
と
訓
み
、
ま
た
訓
註
部
分
の
万
葉
賀
歌
と
し
て
の
「
能
」
字
は
「
ノ
」
と
し
て
い
る
。

（
18 

）
本
書
で
は
こ
こ
に
掲
げ
た
箇
所
の
「
裔
」
字
は
無
点
。
ま
た
他
の
箇
所
の
「
裔
」
字
は
、

　

其
裔コ

今
在 

出
雲
國 

（
十
丁
裏
四
行
）

　

其
裔コ

今
分  

在 

讃
岐
國 

（
十
一
丁
表
八
行
）

な
ど
の
よ
う
に
、「
コ
」
と
訓
ん
で
い
る
。

 

（
二
〇
〇
九
年
十
一
月
二
日
受
理
）

二二

一一

レレ

二二

ニニ一一

レ
テ
レ
テ

リリ二二

ニニ一一
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A Study on a manuscript copy of Kogoshui titled “Konon Kogoshui”

Katsumi SUGIURA

ABSTRACT

　This is a manuscript copy of a Kogoshui transcribed in the latter half in the 19th century. This book was copied 
from Karokubon known as the existence oldest manuscript of Kogoshui, or Shinomiyashaban knouwn as popular 
edition of the printed text of Kogoshui in the 18th century. The handwriting precision of this book is considerably 
high, particularly coincidented with Shinomiyashaban.
　The diacritics markings on this book were not copied from the original text Karokubon or Shinomiyashaban. The 
interpretation of the text obeyed the original, but the theory of the diacritics in this book was 18th or 19th century’s. 
The hand writer of this book added a diacritical sign according to an original thought.
　These facts become a clue on knowing how classical Chinese texts with diacritics were copied in the Edo era.
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